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Interrace 

インターフェイスは、、人と技術の理想をめざす"日立のスローガンです) 


最先端の技術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高い生産性を実現すること。 
それが、人と技術の理想をめざす 
日立の「インターフェイス」の願いです） 
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第12回 


日本リーグ 


詳報 
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湧永製薬 ( 男子） 

大畸電気 (女子） 

が V を奪回 


くらし、ひろげるれスコの力ード 


ファッションから食品まで 
サインひとつでお買物0 

ご入会手続きも簡単です。 

お気経にお申込み 
ください0 



お支払いもいろいろ 

•月々のお支払ぃがラクな 

リポルビング払い 

•手数料なしのおトクな 

一回 JI % い 

參お求めはぃま、お支払ぃは 

ボーナス 

は>•中し込み、お問ぃれせは、ジャスコ各店 
サービスカウンター乂は、販売员におたず 
ねください。 


SJ 
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第12回日本リ—グは、3月6日 
栃木、京都、茨城の3会場で最終 
日を迎え、男子は湧永製薬が5戦 
全勝で2年ぶり4回目の倭勝を飾 

つた。 

湧永4勝、大崎電気3勝1敗で 
迎えた栃木の最終戦は、どちらも 
勝てば優勝ということで、スタ— 
卜から両者気迫のこもった攻守を 
展開、1点を争う好ゲ—ムであつ 
た 0 . 


前半終了間際、大崎の2分間退 
場のチャンスに、酒巻、河原の連 
続速攻で 15113 と優位に立った湧 
永は、後半出だしも大崎ディフエ 
ンスの間げきをぬって着実に加点、 
その後の大崎の反撃も GK 井藤の 
再三にわたる好守などでふり切り、 
2年ぶりの栄冠を獲得した。 

「今日の試合は、 H — スの玉村を 
マ—クされながらも、荷川取らほ 
かの選手がよく頑張ってくれたこ 


とと 〇ド井藤を含めたディフヱン 
スの勝利。采シ—ズンもこの勢い 
を持ち込み、|つ|つ勝って4大 
タィトルの独占を狙いたい」 

と湧永•山本伸二監督。 

I方の女子は、前週に大和銀行 
との全勝対決で2年ぶり3回目の 
僅勝を決めていた大崎電気が、日 
本ビクターの攻勢を受けて 31132 
とせり負け、全勝Vはならなかつ 
た。 
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が 2 年ぶり 4 回目の優勝 


◊1 月 30 日 (大阪) 

大崎電気26111151 1121123大同特殊銷 

〔戦評〕互いに，初戦とあって固さ 
の見られる立ち上がりであったが、 
新装なった大阪府立体育館にいっ 
ぱいの観衆の声援を受けて、両チ 
—ムともすばちしいシユートをさ 
く裂させ、最後まで気の抜けない 
ゲ彳ム展開となった。 

ややディフヱンス不調の大同に 
対し、大崎は0仄矢内を軸に高い 
壁とブレス気味な1 • 5で相手の 
ミスを速攻につなげて、前半15分 
過ぎに j 気に抜け出し、4点差で 
U 夕！ン。後半も10分に2点差ま 
で詰め寄られたが、余裕ある試合 
運びで逃げ切った。 
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◊ 1 月 31 日(埼玉 v 戸田市) 

大崎電 s ts < 

〔戦評〕トヨタ自動車は、昨年の 
入替戦で一部に昇格、戦いぶりが 
注目されたが、初戦でもあり緊張 

感から立ち上がりミスが目立ち、 
大崎の宮下、首藤らの力強いプレ 


—に終始押された9 
後半、トヨタは速攻と坂 a の口 
ングシユートで反撃したが、大味 
なゲーム展開となり、大崎の豪快 
なブレーの前に屈した。 

尚、この試合で大崎電気はチー 
ム1試合最高得点(従来は大同特 
殊鋼の 42 点)の記録を更新した。 
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g 辺内岡田田藤田本迫田野下 

げ渡矢松大武首中山越菅大宮 
得〇 〇 9 414 3 6 〇 2 0 -15 

◊1 月 31 日 (神戸) 

聾， s A 田技簡 

〔戦評〕大同は、立ち上がりから 
気迫あふれるブレスディフェンス 
で本田のパス筋を分断し、横浜、 
佐藤の好ダッシュによる速攻で3 
連取、5連取とたて続けに得点を 
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》村吉中藤村川満生浜藤千田 


U 上秋田内高市中蒲横佐中海 
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重ねた。また、守っても10分過ぎ 
から交替した上村のキービングが 
»え、 PT 、 ノーマークシユート 
を次々とはじき返してム—ドを盛 
り上げ、前半で圧倒的優位に立っ 
た0 

本田は、コントロ^ルタワー田 
口を欠いて、今一つリズムに乗れ 
ず、ルーキー藤井の高打点シュ— 
卜で追撃するが、散発で本来のス 
ピードブレ I が最後までかみ合わ 
ず、大同に終始圧倒され、いいと 
ころなく敗れ去った。 

◊1 月 31 日 (横浜) 


湧永製薬 26 


(17911110 | 21 日新製銷 

〔戦評〕開始10分までは 311 と 
両チームとも譲らず、緊迫したゲ 
1ムが展開され、一進一退のすば 
らしい試合内容になった。前半を 
1019 の1点リードで折り返した 
日新は、後半もそのべースを持続。 
湧永はベテラン生駒を投入し、玉 
村を生かしながら持戦に持ち込ん 
だ。残り 11 分で 18118 になり、両 
チームの激しい攻防となったが、 
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最後は総合力で勝る湧永が日新を 
突き放した。 

尚、湧永の選手兼任の監督•山 
本はこの試合に出ず、釆配に専念 
したため、連続出場試合得点記録 
は 103 試合でストップした。 

◊2 月14日 (岩手) 

大 i f 1617 M 1011 j 21 日 i 鐲 

〔戦評〕スタ—卜は両チームとも 
ょく打ち、得点の多いゲームを思 
わせたが、 GK はともにょく取つ 
ているが、多彩な攻撃手段を持つ 
大崎は、宮下、首藤のロングシュ 
—卜、大和田、松岡のポストがよ 
い位置から得点を重ねた。 
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◊2 月20日(四日市) 

本田技研5「12111ー ートヨタ 
鈴鹿 2114110 2自動車 

〔戦評〕1部に昇格して2戦目の 
トヨタ自動車、初戦は大崎電気に 
大敗したが、この試合は、ょく粘 
りを見せて、善戦した。 

先制したのはトヨタで、坂口の 
シユートでリード。しかし、立ち 
上がりとともに動きが固く、あま 
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り点の動かない展開、トヨタはそ 
の後 8 分近くノーゴールで4 1 1 
と逆転される。しかし、20分を過 
ぎてから川田を中心に猛反撃、9 
—5 から12—11と1点差に追い上 
げる。 

後半は、立ち上がり本田•内藤 
が先制、その後一進一退の展開と 
なったが、本田は山本、立木、粟 
唐といったところが、着実にシュ 
—卜を決めてじりじりと引き離し 
終盤粘る トヨタを ふり切った。 
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◊ 2 月 21 日 (福井) 
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日新製鋼 229 1—119 


日夕 
—自動車 

〔戦評〕日新は早いボール回しか 
らのポストプレーや足を生かした 
.ディフェンスからの速攻で着々と 

加点し、余裕のある試合運びとな 
.る。一方トヨタは攻め あぐみ、 ノ 
1. マークシ ユ ートも GK の好守に 
阻まれた。 

後半、トヨタは坂口のロングシ 
ュート、そしてボスト、速攻と 3 

連得点、12分には1点差まで詰め 
寄ったが、 H 新が要所要所で西山、 


高木のシュートで加点し底力を示 
した0 
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24 大崎電気 
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点をねらったが、大崎、宮下の口 
ングシュ ートは 、惜しくも本田 G 
K 橋本に阻止され、本田が勝利を 
飾った。 

◊2 月 21 日 (青森) 


◊ 2 月 21 日 (岐阜) 

本田技研 5 151151 
鈴 鹿 21^10 1 9 

〔戦評〕前半は本田べ—スで試合 
が運んだが、終了 5分前に本田. 
内藤が退場となる間に、大崎、宮 
下のロングシユートが決まり13— 
13の同点となる。 

後半、本田は4連続ゴ—ルでぺ 
丨スをつかんだかに見えたが、大 
崎も3連続ゴールなどで粘りをみ 
せ、一進一退の攻防が続いた。後 
半終了1秒前に、1点差で大崎が 
フリー スロ ー をもらい、最後の同 
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〔戦評〕プレーィングマネージャ 
1の蒲生自らがゴールに立ち、湧 
永に一矢報いるべく立ち上がった 
大同であったが、攻め手に今一つ 
決め手がなく、玉村を中心にロン 
グ、ミドル、ポスト、サィドと変 
幻自在の攻撃展開を見せた湧永が 
快勝した0 

大同は、エース高村が無得点と 
いぅ結果で、これが湧永との10点 
差を生んだといえる試合内容であ 

った。 
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◊2 月27日(東京•駒沢) 

湧 — ign^J 

〔戦評〕前週、全勝の大崎に土を 
つけた本田は、この試合に勝てば 
V 2 を ほぼ手中にで きるところ だ 
〇たが(同勝点は対戦者間勝敗を 


優先)、スタートで湧永の気迫の 
こもった攻撃の前に劣勢を強いら 
れ、ィージーミスを連発して湧永 
の速攻を許し、湧永が大きく優位 
に立った。これですっかり気をょ 
くした湧永は、多彩なシユートで 
得点をあげる玉村を中心に、志賀、 
荷川取をポストに据えてのコンビ 
プレーで着実に加点。後半は GK 
井藤を軸とする手堅いデイフヱン 
スも冴えて一気に勝負を決めた。 
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◊2 月 28 日(神奈川•秋 葉 台) 

湧 s tlni A 2 ^ 

〔戦評〕トヨタ自動車のェース坂 
口の開始早々のロングシュートは 
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今日のヒ ー a — は 

背番号6。 

ヒーローになる選手は、どこか輝いている。 
新発売のコンパクトカラー「6 inch Magazine」 
も、フアツシヨナブルでスポーティで、感度 
バツグンのパーソナルタイブ。转いてるナ ー。 




Oinch 

6型コンノ、°クトカラーテレビ 

CX-60 

標準価格79,800円 ( ac 細撕 


枠の外に、一方、湧永製薬•玉村 
のロングシュートは枠内にきつち 
り決まり、この試合の行方を感じ 
させた。 

後半の半ばで大差がっぃたが、 
内容的にはなかなかの好ゲームで 
あった。 

◊ 2 月 28 日(山口) 


日新製_20 


( TT 


ワ大同特殊鋼 


〔戦評〕10分過ぎまで両チ—ムと 
もディフヱンスのマークが厳しく、 

313の同点。11分、12分と大同 
に連続して PT があったが、日新 
GK の好守に阻まれ、日新のぺ一 
スとなった。両チーム GK の好守 
などで白熱した展開となったが、 

10—00 と日新の2点リードで前半 
を■終了。 

後半に入って、日新は3点連取。 
しかし大同も4点を連取、10分過 
ぎには 14112 と日新がリード。そ 
の後も日新のリードで激しい攻防 

となったが、残り4分、大同は1 
点差まで詰め寄ったが、とうとう 
追いつくことができず' 逆に日新 
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が3点を連取して逃げ切った。 

◊ 3 月5日{岩井総合体育館) 

が田技賴 il 139 M 101 T 日新製鋼 

〔戦評〕前半立ち上がりから双方 
とも闘志あふれる激しいプレ^ —を 
展開したが、お互いにぺースをつ 
かみ切れずに、日新の2点リード 
で前半を終了した。 

後半に入ると、本田のディフエ 
ンスが良くなり、日新に決定购な 
チャンスを与えず、日新のパスミ 
スなどに乗じて19分に逆転した。 
その後は双方とも一歩も譲らず1 
点を争ぅ好ゲームとなった。本田 
1点リードのまま残り3秒前、日 
新はゴール正面から最後のフリ I 
スローのチャンスがあったが、シ 
ュートまでもって いくこと ができ 
ず、本田がそのまま1点差を守つ 
て逃げ切った。 
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◊ 3 月5日(京都) 

大同特殊銅30 l 14 i 1自動車 

〔戦評〕立ち上がり早々から大同 
の気迫は充実し、 トヨタのミスを 



逆襲につなげ、5分以降からの5 
分間で6点を連取、若いトヨタの 
気力を断ち切ってしまった。大同 
は、名取、海江田ら若手のはつら 
つと したブレー、高村、市川ら主 
軸のガッツあふれるプレーと蒲生 
のアシストで着々と点差を広げて 
いった0 

トヨタは、川田のパヮー、坂口 
の高打点シュート、香井のテクニ 
ックで反撃を図るが、大同•秋吉 
の好キービングに阻まれ、後半は 
散発の5点に押さえられて完敗し 
た0 


◊ 3 月5日(栃木) 

湧—薬 30(151511141327 大 ipa 

〔戦評〕この試合に勝てば優勝と 
いぅことで両チ I ムともスタ—卜 
から気迫のこもったブレーを展開 
し、1点を争ぅ好ゲームとなった0 
前半終了間際、大崎の宮下が退場 
となり、このチャンスに湧永は酒 
巻、河原の連続速攻で 15113 で前 
半を折り返した。 

後半に入って、湧永は着実に荷 
川取、玉村が加点し、懸命に追い 
すがる大崎を振り切った。 
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が2年ぶり3回目の優勝 
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◊1 月 30 日 (大阪) 

犬— gM gll v e 0 クタ I ^: 

〔戦評〕序盤は、双方ともィージ 
1ミスが目立ち、ボ—ルが手につ 
いていなかったが、地の利で大和 
が一歩リード。しかしビクタ—も 
全員がょく走り-中盤ではフリー 
ス ロ ーで丸田 一人に頼る大和を逆 
転、主導権を握ったが、今一息追 
い討ちがなく、10 1 7から再逆転 
を許して しまぅ0 
後半、技川の速攻、長由の PT 
2本などで一気に追い越したビク 
ター.は、武藤のがんばりなどで15 
分過ぎまで優勝を保つが、次第に 
息切れが目立ち始める。その間、 
調子を取り戻した大和のパワフル 
左腕•誤川の強烈なミドルシュー 
卜が再三ネットに突き刺さり、終 
盤の攻め合いを制した大和の快勝 
となつた。 


幻口橋藤田川條松本田藤井村 
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でもあり、立ち上がりから白熱し 
たゲーム展開となった。 

前半、大崎は松尾のスピーディ 
な攻撃、立石は野嶋の10得点をあ 
げる活躍などにより同点で折り返 
した。後半に入っても、追‘いつ追 
われつのシ I ソーゲームをくり広 
げた。同点で迎えた24分、大崎. 
尹が退場となったがよく守り、立 
石は得点できなかった。その後残 
り2分、1分と大崎が連続得点を 
あげゲームは決まったかに思えた 
が、立石もよく粘り、1点差とし 
て終了間際、速攻で同点としたか 
に見えたがラインクロスでゲーム 
セット。エキサイティングな好ゲ 
—ムであった。 

尚、この試合で大崎•石井は前 
半6分に得点し、自己の持つ連続 
試合得点記録を 51 試合と伸ばした。 
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◊1 月 31 日 (埼玉) 

大鐘気 n ^ 1 

〔戦評〕両チ I ムともリ I グ初戦 


◊1 月 31 日 (神戸) 

大和銀行 23(1310 M 99 j 18 ジャスコ 

〔戦評〕ジヤスコは大和オフエン 
スをよく研究し、フリースローか 
らの丸田•襲川のロングを封じる 


一方、全員がマイボールになると 
こまねずみのよぅにボールを回す 
スピ .1 デイな全員ハンドで3連続 
得点の好ダッシュ0 

大和も小池の 3 PT で中盤追い 
ついたものの、お互いのミスから 
シーソーゲームとなり、サイドシ 
ュートからの p T が双方ともかな 
りあり、デイフヱンスに荒さが見 
られた。 

後半になると、よぅやく丸田に 
当りの出だした大和が、ポスト • 
赤瀬、忍者•上村らをからませて 
着実に加点、主柞に人材を欠くジ 
ヤスコのオフェンスを115でじ 
つくり守り切り、余裕ある試合運 
びで襲川の絶不調をものともせず 
連勝した。 
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<>深 々 
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W 高増丸鈴赤上小藤渡裝木松 
#005326412000 


1 28(16121111 


キ—ピングを見せ、なかなか得点 
を許さない。しかしビクタ—は、 
前半15分過ぎから根本の的確なシ 
ュート と長田のペナルテイーで 
着々と得点を重ねて、前半は12— 
12の同点で折り返した。 

後半は、ビクタ1が0仄小口を 
中心にデイ フヱ ンスを固め、 日立 
の強シュ—卜を阻み、サイドの枝 
川が小気味良くシュートを決める。 
残り10分からは壮絶な打ち合いと 
なり、息もっかせぬ好ゲームで満 
員の観衆を魅了した。 

尚、この試合の合計得点 56 は、 
女子ではリーグ新記録である。 
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◊1 月 31 日 (横浜) 

り日 審 
116 I 16 N -—2 ビ クタ— 

〔戦評〕立ち上がりから追いつ追 
われつの展開で、日立はキャブテ 
ン前田とエース山岸のロングシユ 
1卜が光る。また、0仄葛生がビ 
クターの好シュートを再三再四の 


◊2 月 14 日 (岩手) 

大崎電気 33 flM 1418 l 28 日立栃木 

〔戦評〕金玉花のリーグ新記録の 
16 得点といぅ大活躍で、大崎が日 
立に快勝した。 

日立も前田、山岸がょく決めた 
が、後半、山岸に金玉花のマンツ 
I 気味のディフェンスをかけられ 
攻めあぐんでしまつた。 























® “まごころのおつきあい”が私だちのモットーです 
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石川県金沢市下堤町 
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京都.130か店 
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◊2 月20日(四日市) 

立石電機 〇 「11—9一 
山 鹿3 (19 l 8 j 

〔戦評〕前半は全く一進一退の展 
開。立石はシュートミスが多く、 
地元の声援を受けたジャスコもょ 
く粘って11—9の2点差で折り返 
した0 

しかし、後半に入ってジャスコ 
の攻撃に決め手がなく、 PT を2 
本つづけて失敗して得点があがら 
ず、逆に立石は、野嶋、田中、中 
山といった各人がまんべんなくシ 

ュ—卜を決めて着々と得点を重ね、 
大差をつけてジヤスコを突き放し 
た。 


得007502200120 

il 本生田沢原岸村永家井田長 

U 岡葛前井菅山中神繁新岡神 

GKFPt 審“臟一 
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◊ 2 月21日(青森) 

大和銀行 il 9 13 M 811 j 2旦#木 

〔戦評〕大和は、丸田を中心に早 
い攻撃展開で2分には310とリ 
I ド、しかし、日立も大和のシユ 
—トミスをぅまく利用し速攻で逆 
襲、 6 分には413と逆転。その 
後両者ともに激しい得点争いとな 
り、終盤速攻にょり2連続得点を 
あげた大和リ—ドで前半を終了。 

後半に入り、日立は大和の激し 
いディフヱンスに合い攻め手を欠 
き、15分間にわずか1点しか取れ 
ず、一方の大和は好守からの逆速 
攻にょり着実に得点、17分過ぎに 
は 20112 と大きくリードを奪い試 
合を決定づけた。 

尚、この試合で日立の前田は7 
点をあげ、女子初めの3 00ゴー 
ル (302 ゴール)を達成した。 
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3口橋藤田川條松本田藤岡村一⑴ 

CB 小高武長枝下平根太エ永中 

得0 0553401010〇 1 19 

◊ 2 月21日(岐阜) 

日 本9 flo —6) 6立石電機 
ビ クタ—1 t 9 l 10 j 1 山 鹿 

〔戦評〕立ち上がり、武藤、長田 
のシュートでリードしたビクター 


は' ティフェンスカがあり、立石 
も1点差まで追いつきはしたがパ 
ス、シユ i ト ミスが目立ち、 ぺ一 
スをつかめない。 

後半、立石は前半シュ—卜の決 
まらなかった野嶋のロングシユー 
卜やスタンディングシュートが決 
まり出し、立石のぺースとなった 
が、ビクターも前半のリ ー ドを 保 
つて逃げ切った。 
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得〇 01203741714 

◊2 月 24 日(福井) 
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16 大崎電気 30 【 812 M 7 9 一 16 ジャスコ 


たが、尹に替って森田が入って再 
び着々と加点、後半は大崎の一方 
的な展開となつて しまつた0 
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〔戦評〕前半23分まで1点を争ぅ 
一進一退のゲ I ム展開であった。 
大崎は速攻で加点し2点リ—ド。 
その後、ジャスコの GK 小深田の 
負傷から吉田に代わるが、ょく守 
り前半終了。 

後半、大崎•松尾のポストシュ 
. 卜から始まり、尹のロングシユ 
—卜などで4連続得点。その後、 
波に乗る大崎は速攻などで着実に 
加点し、試合の主導権を握った。 

10分過ぎから尹がマンツーマン 
され攻撃の足が止まったかに見え 


◊2 月 27 日(東京、駒沢) 

大崎電気 30 一 1515 M 1413 I 27 大和銀行 

〔戦評〕3戦全勝同士の対決、こ 
の試合に勝てば最終戦を待たずし 
て優勝が決まるといぅ大一番だけ 
に、スタ—卜から両者激しい主導 
権争いを展開したが、尹、金とい 
ぅ絶対的な切り札を持つ大崎が、 
大和の執ような追撃をふり切って 
2年ぶり3回目の優勝を遂げた。 

大崎の左腕ェース尹は、大和の 
マンツーマンデイフェンスにあい 
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们浜見田木瀬村池本辺川瀬田 

: h 高増丸鈴赤上小藤渡襄木松 


G 




幻西木田尾永井渕田口木 
沙々 金尹 
佐森松須石徳野 江鈴 
得〇 〇 〇 3 〇 2 4 〇 6141〇 


27 

⑶ 

T 

P 

⑶ 

30 































II ft 

\U 

!l 



& 


9 


p 々，梅 ::- _ n mmm 

: Raxing 

い , 1 * ZZ 3- B 777 現金価格174.000円 


• ZZ 3- B 777 現金価格174.000円 
►レッド、ホワイト、ブラックの3色 


プラザ-エ栗炫式会社 


ながら、この試合フィールドゴー 
ルだけで14得点を叩き出し、丸田、 
裝川のロング砲で追ぅ大和の前に 
大きく立ちはだかった。 

◊ 2 月 28 日(神奈川.秋葉台) 

日 本 OT 5 I 81 
ビクタ —3 t 15 l 10 j 
〔戦評〕ビクターはロング、ボス 
卜、 サィドと攻撃に幅があり、守 

得 Q 0211340601 〇 118 

VI :田林部木田田辺石井田出田 

:^古 小服佐石池渡常川武東稲 


ジヤスコ 
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の口橋藤田川條松本田藤村内⑸ 

C ' 小高武長枝下平根太エ中山 

woo 36 5304 054030 



ってょ く、ディ フヱ ンスが声をか 
け合い、終始安定した試合運びを 
見せる。 

ジャスコは、メンバーの故障な 
どで少し歯車の合わないところが 
あり、全体にこわさが感じられな 
い。ょく走ったが、今一つ元気が 
なかった。 

◊ 2 月 28 日(山口) 

uil 129 uvl 

〔戦評〕前半1分、日立•井沢の 
ポストシユートで先行く。しかし、 
立石もすぐ反撃し、10分で同点、 

14分過ぎには山口の速攻で逆転。 
その後立石は速攻と橋本のロング 
シユートなどで得点を重ね、日立 
はポスト、サィド攻撃で対抗する。 

後半に入り、立石オフヱンスの 
リズムが出てきて野嶋、橋本の口 
ングシュート、田中のサイドシュ 
1卜がよく決まり出し、終始立石 
ぺースの展開で終了した。 
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3ち 

C 0 岡葛前井菅山中神繁新岡神 


1 

1 




F 


審 


1 職 U 


石. 


一本下口内口村田嶋中津山本 

H 岡竹山山江岩横野田武中橋 

^001120054017 


(3) 


21 


◊ 3 月5日(岩井) 

'^T^il iMliL ^^li 


〔戦評〕前半、攻守ともにはつら 
つと した プレーを見せる ビ クター 
に対し大崎は攻撃がかみ合わず、 
パスミスなどが目立った。中盤あ 
たりからビ クタ— の速攻がょく出 
るょぅ になり、前半は終始ビ クタ 
丨のぺースで進み5点差で折り返 
す。 

後半に入っても試合はビクター 
のべースで進んだが、終了 5分前 
あたりから大崎の猛反撃が始まり、 
必死に追い上げるがあと一歩及ば 
ず、ビクターが1点差で辛くも逃 
げ切った。 
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14大和銀行 


◊ 3 月5日(福井) 

立石電機 8 fll —7 
山 鹿 1 1717 

〔戦評〕前週大崎に敗れ初優勝の 
チャンスを失った太和は、丸田、 
裳川の左右の大型砲を前面にパヮ 
!で勝負をかけた。一方、前年の 
チャンピオン立石は、小粒ながら 
も豊富な運動量と組織プレーで対 
抗、京都ということもあって両チ 
—ム応援団が大声援。 

試合は、前半立ら上がり10分間 


競り合ったものの、以後立石の野 
嶋、橋本の活躍で差を広げ、守っ 
ては GK 岡本の好守で大和の丸田 
を2点、襲川を1点に押えこみ快 
勝した。 
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◊ 3 月5日(栃木) 

日立栃木 28 (1513—1510125 ジャスコ 

〔戦評〕両チ！ムともリー グ 戦の 
最終戦でもあり、立ち上がりから 
白熱したゲーム展開となった。 

前半、日立は前田のスピーディ 
な攻撃でリードした。後半、ジヤ 
スコもペナルテイスローまでもち 
こむ粘り強い攻撃で反撃したが、 
逆転するまでには至らなかった。 
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28 三 景 


〔順位〕 

① 三陽商会 (7 勝) 

② 本田技研熊本 (6 勝1敗) 

③ 三 景 (5 勝2敗) 

④ トヨタ車体 (3 勝4敗) 

⑤ 豊田_動車織機 (3 勝5敗) 

⑥ 日鉄建材工業 (2 勝5敗) 

⑦ 大阪ガス (1 勝6敗) 

⑧ 中村荷役運輸 (1 勝6敗) 

※勝点が同数間の順位は、当該チ 
1ム間の対戦結果による。 
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5 人以上のグループでこの保険に加入できます 


保険料(年額1人あた! 9) 

■スポーツ少年団、子ども会など中学生以下の子ども 
のグループ 


350円 


_文化活動、奉仕活動のグループおよび老人のグ 
ループ（ゲートボールなど) 

■■ママさんパレーなどの地域スポーツグ J レープ、高校の 
運動部および大学 ■ 会社などのスボーツ同好会など 


600円 

1050円 


注:跟'に学生連盟、実業団連盟に所属する団体の加入も极っ、ます 


補僞の内容 


傷害保険 

死亡 • 後道障害 最高 1,200万円 
入院 （1 日につき） 3,800円 

通院 （1 日につき） 1,200円 

賠償黄任保険 

安ネム限产き s 対人5,000万円 

茨：？ム W ぼぬ対物川 0 万円 


対象となる事故 

■ グループ活動中の事故圓往復途上の事故 

保険期間 

昭和63年4月旧より翌年3月3旧まで(申込受付は3月から) 


加入申し込み、資料の請求、お問合わせ 

スポーツ安全協会各都道府県支部(主として教育委員会保健体育 
課および体癸)、もよりの東京海上火災保険 ㈱ の営業店にご 
照会ください a 


(財)スポーツ安全協会 

東京都渋谷区神南〗- 1-1 岸記念体育会館 TEL (03)481-243 T (代表) 
















•87 男子ジャパンカツプにおける 
日本、ユーゴ、西ドイツの体格、 

形態、体力の比較について 

く日泰ハンドボール協会トレーニング • ドクター群〉 

阿部徳之助”，竹内正雄 S 栗岩淳一 3 \森川寿人 4 >，宮澤恒夫 5 \西山逸成 61 
〈協力者〉北川勇喜”，藤原侑班，松井幸嗣 9) ，上嶋美佐子、 

日本体育大学 ハン ドボール部員 

(1) 自治医科大学⑵星薬科大学 （3) 都立日野高校 （4) 九州女子大学 （5) 高井戸中学校 （6) 防衛大学 7)8)9)10) 
日本体育大学 


1. はじめに 

我が国のハンドボールの競技力を向上させるために 
は，世界のトップレベルにある選手たちの，形態や体 
力を把握することをはじめとして，試合中の選手相互 
の動きを VTR に’おさめ，動作学的解析やゲーム分析 
が今後の強化に有用であることは論をまたない。 

この度は，日本ハンドボール協会創立50周年記念行 
事として，ロサンゼルス•オリンピック大会で金メダ 
ルを獲得したユーゴ，銀メダルの西ドイツチームを日 
本に招いて，世界のトップレベルのハンドボールゲー 
ムが行なわれた。 

我々トレーニング•ドクターグルーブは，日本ハン 
ドボール選手たちの今後の強化策の指針を得ることを 
目的とし，これらの選手たちの体力測定を大会期間中 
に実施した。 

2. 方法 

① 対象日本，ユーゴ，西ドイツ 

② 日時1987. 6月1日 （13:00—18:00) 

③ 場所東京都代々木第1体育館 

④ 測定項目 

(ィ）体格年齢，身長，体重 

(口）形態胸囲，座高，上腕囲（伸展)，上腕囲 
(屈曲)，前腕囲，大腿囲，下腿囲 

(ハ）運動能力肺活量，背筋力，握力（右•左） 

3. 結果 

(1) 体格 

図一11987年ジャバンカッブ参加の日本，ユーゴ 
および西ドイツ選手の形態，体力の比較を示した。 


これをみると，年齢では，日本26_7土1.97歳，ユー 
ゴ 26. 9土 2. 7歳で日本とは，ほぼ同じ年齢であり，西 
ドイツ 22. 9土 2. 38歳でもっとも若いチームであった0 
次に身長をみると，日本182.8±4,05 cm , 西ドイツ 
190土 8. 99 cm で日本が西ドイツよりも8 cm 低い （P 
<0.01)。また、ユーゴ187.4±490〇11で日本が5〇11 
低い （ PC 0.01)。 

体重では，日本 78.1 土 5.35 kg ， ユーゴ90.6±6.04 
kg , 西ドイツ88.7 土 8. 13 kg で，日本がユーゴ，西ド 
イツよりも11〜13 kg 軽量であった ( P <0.0 l) o 
⑵形態 

座高では各チームともほとんど同じ値で差がみられ 
なかった。次に胸囲では，日本が 96.9±4.67 cm , ユ 
ーゴ102.9 ±3_9 cm , 西ドイツ 103.3 土 5.57 cm で日本 
が約 6. 4 cm 他のチームよりも小さかった （ P く 0.01)〇 
次に上腕囲伸展をみると，日本28.0土 LOOcm で， 
ユーゴ，西ドイツが2〜 3 cm 大であった目 P < O . Ol)o 
上腕囲屈曲では，日本33.1土1.15 cm で，ユーゴ， 
西ドイツがここでも約2 cm 大であった ( P <0.01 ) o 
さらに前腕囲では，日本 28.7±1.24 cm で，ユーゴ， 
西ドイツが約2 cm 大であった ( P <0.01 ) o 

さらに前腕囲では，日本 28. 7土1.24 cm で，ユーゴ， 
西ドイツが約 2 cm 大であった ( P <0.01) o 下肢の大 
腿囲，下腿囲では，日本は他のチームとほとんど同じ 
値で差はない。 

(3) 運動能力 

肺活量では，日本 5138.2±635_2 cc でもっとも低:い。 
西ドイツ575.3士 948.6 cc ユーゴ6040 ±727.4 cc でも 
っとも高い値を示した。日本と比べると西ドイツ，ユ 
ーゴは有意に高い傾向がみられた （ P <0.01〜 P < 
0.05)。 
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図 一 1 ジャパンカップの日本，ユーゴ，西独選手の形態，体力の比較 
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図— 2 1987ジャパンカップ日本，ユーゴ，西ドイツハンドボールチームの体力的概観 
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また，腩活董は身体形態値によって左右されるとい 
われていることから，これを身長比でみると，日本と 
ユーゴとの間の比較では統計的に有意にユーゴが高い 
値がみられた （ PC 0.01)。 

背筋力では，日本213.3 ±30.13 kg で西ドイツより 
も高い値であった ( P <0.0 l ) o しかし，日本とユー 
ゴとはほぼ同じ水準である 0 握力の左右の筋力では， 
各国ともほとんど同じ水準を示した。 

図一2。1987年ジャパンカップで日本，ユーゴ，西 
ドイツ，ハンドボールチームの体力概観を示したもの 
である。 

日本17名，ユーゴ15名，西ドイツ15の身長， 
体重，胸囲，座高，上腕囲，肺活量，背筋力，握力な 
どの測定の平均値から白井体勢図⑴を作成し相互の比 
較をした。 

① これによると， ユーゴのハンドボール 選手とし 
ての体力的特性は，体格，形態，心肺機能の位置が右 
寄りの高い位置にあり，日本，西ドイツに比較して全 
般的に優れている傾向を示している。 

② 日本の特徴は，ユーゴ，西ドイツに比較して， 
体格，心肺機能などでやや劣る四辺形を示した。 

4.考察 
⑴体格 

身長では，図一1に示したごとく，日本はユーゴや 
西ドイツと比べてみると，平均5〜 8 cm 低く，西ドイ 
ツ選手の中には身長が2 m に達する選手が3名入って 

いる。 

世界のトッ プ レベルにある ハン ド ボール 選手たちの 
身長は年々高くなる傾向にあるなかで，日本 チームの 
大型化の対策が望まれる。一般に体重は身長の充実度 
をあらわしているが，日本 チームの 体重は， ユーゴ， 
西ドイツと比べると11〜13 kg 軽い。 

ハンドボール競技の特性からみた場合，身体接触か 
ら衝突へと発展するときに，相手をはじきとばす要素 
としても必要である。筋カトレーニングによって筋肉 
量を増す努力，即ち，筋カパワー強化へのトレーニン 
グ姿勢も日本選手が必要である。 


⑵形態 

上肢の周径圄では，上腕囲（伸)，上腕囲（屈)，前 
腕囲での項目でユーゴ，西ドイツよりも有意に低い#: 
を示している0これは上肢の筋力不足によるものと恕 
われることから，上肢の筋力強化を行なうべきである。 

下肢の周径囲に，各チームの間には差がみられなか 
ったが，日本チームには，上•下肢の筋カトレーニン 
グをこれまで以上に重視する必要を痛感させられた。 

(3) 運動能力 

呼吸 • 循環器系の機能での肺活量をみると，肺活量 
は，体表面積とに関係がみられることから，これを身 
長比で評価した結果をみると，日本と ユーゴとの 間に 
統計的な有意な差がみられた。測定実施のときに，ユ 
ーゴ選手の中に肺活量メーターは上限7000 cc を，バ 
シッチ （27 歳），コビッチ （28 歳)，ビッチ （21 歳）が 
針をはじき飛ばして計測不能となり，彼等の呼吸器系 
能力の大きさをみせつけられた。 

次に背筋力，握力の筋力をみると，各 チームの 間で 
はほとんど差がないが，日本が西ドイツよりも背筋力 
値が高かった。 

以上，ジャパンカップの競技成績と形態，体格，心 
肺機能との関係をみても，形態や体格，心肺機能の能 
力が優れているチームは競技成績もよく，今後，全日 
本の選手たちの体格，体力，呼吸.循環器系の機能な 
どと ユーゴ や西ドイ ツチームの 世界の トッ ブレベルに 
ある値に近づけるための強化策が早急に計画立案を作 
成し実践しなければならない。 

この度の測定にあたり，ハンドボール協会専務理事 
安藤純光氏はじめ関係役員諸氏の御協力に心から感謝 
する0 

なおこの測定は，技術担当の関東在住のトレーニン 
グ*ドクター群委員によって行なわれた。 

〔文献〕 

(1) 白井伊三郎，阿部野竜正：日本人の体勢の特異 
性とその運動適性に就て：体力科学。 1(1). 36〜39, 
1950 
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中村荷役運輪株式会社 

代表取締役社長中村昭光 
本社〒108東京都港区芝浦2 — 3 —39 


電話東京 (03) 451 —4161(代) 
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’87 男子ジャパンカツプにおける 
日本、ユーゴ、西ドイツのゲーム 
分析について 

〔日本ハンドボール協会トレーニング • ドクター群〕 

阿部徳之助”，竹内正雄' 栗岩淳一 31 
森川寿人' 宮澤恒夫' 西山逸成が 

〔協力者〕北川勇喜 71 ，藤原侑 8, ,桜井幸嗣 9) ，上嶋美佐子 1 0 
日本体育大学ハンドボール部員 

1 ) 自治医科大学 2) 星薬科大学 3) 都立日野高校 4) 九州女子大学 5) 高井戸中学校 6) 防衛大学 
7)-10) 日本体育大学 


1 . はじめに 

昭和62年 （1987) は，ハンドボール競技において才 
リンピック大会に出場できるかどうかが決定される重 
大な年であった。全日本 チームは 8月のオリ ン ピック 
予選を目指して，計画的なトレーニングを行なった。 
日本ハンドボール協会創立50周年記念行事とあわせて, 
競技力の向上をさせることを目的とし，世界のトップ 
レベルにある，ユーゴ，西ドイツと日本が対戦し，そ 
の試合を VTR におさめ，その中からゲーム分析を行 
ない今後の強化に役立てようとしたものである。 

2. 方法 

① 対象日本，ユーゴ，西ドイツ 

② 日時1987年5月31日から6月2日 

③ 場所東京•代々木第1体育館 

④ 分析項目 

パス回数，攻撃に対する得点率（得点/攻撃回 

数）シュート率（得点/シュート数)，ドリブル回 

数，移動距離 （200 分の1のハンドボール競技場縮 

図を用意し，1人の検者が1人の被検者を追跡し， 

1試合における軌跡を記入した。それをもとに実際 

の移動距離を算出した〇) 

3 .結果 

図一 1， 図一2,表一 1 に，日本対ユーゴの移動距 
離，パス回数，攻撃における得点率，シュート率を示 
した。これをみると，1試合の移動した距離では，日 
本 3249 m , ユーゴ 3307 m でほぼ同じ値である 0 その 
内訳をみると，日本が全力疾走の前半と後半の合計の 
走った距離は，124 0 m に対して，ユーゴ 731 m で，日 


本が約 500 m 多く走っている。中間走では，ユーゴが 
日本よりも約 100 m 多い。 

また，個人別にもっとも長い距離を走った選手は， 
ユーゴのヤスシン.ムコニアン （29 歳，身長，175.2 
cm , 体重82 kg ) 4938 m , 日本の西山清 （29 歳，身長 
181.2 cm , 体重76 kg ) 3463 m であった 0 
次に，1試合に使用したパスの回数をみるとユーゴ， 
日本と'もほぼ同じ回数であり，これを1回の攻撃に.使 
用した回数の平均は，日本 11. 2回，ユーゴ10.6回であ 
った。チームがボールを保持してから攻撃し，シュー 
卜までの得点率をみると，前半では，日本23%,ユー 
ゴ52%，後半の日本35%，ユーゴ61%で，前•後半と 
もにユーゴが高い得点率であった0 
シュート率では，日本前半27%,ユーゴ47%,後半 
日本の50%,ユーゴ74%であった0 
図一2は日本対西ドイツの移動距離，パス回数，攻 
撃に対する得点率，シュート率を示した。 

これをみると，移動距離では，日本 3106 m , 西ドイ 
ツ 2330 m である。日本が全力疾走約 200 m , 中間走 
678 m でユーゴよりも多い。両チームで，もっとも長 
い距離を走った選手をみると，西ドイツのクリステリ 
ア•フィック （26 歳，身長193 cm , 体重90 kg ) 3093 
m , 日本の奧田新治 （28 歳，身長184 cm , 体重74 kg ) 
2970 m であった。 

次に，1試合のバスを使用した回数では，日本265 
回，西ドイツ517回で，日本が西ドイツよりも50%少 
なかった。 . 

また，これを攻撃における得点率からみると，前半 
の日本58%,西ドイツ52%で，ほぼ同じ得点率であり， 
後半では，日本29%,西ドイツ52%である0日本は 
前.後半の合計すると43%という低い値である。 
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移動距蘿 
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前 後 
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後 

半 


ハ•ス回 K 攻撃に対する得点率 


卜率 


図一2日本対西ドイツチームの移動距離，パス回数，攻聲に対する得点率，シュート率を示した 
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図 一1日本 対ユーゴチームの移動 距離， パス回数，攻翠に対する得点率，シュート率を示し•た 
(男子） 
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ドリプル 
歩く 
中間走 
全力疾走 

ドリブル 
歩く 
中間走 

■,*;，全力疾走 


後半 

前半 

I 

後半 

前半 

後半 

前半 

ドリブル 

歩く 
中間走 
全力疾走 

ドリブル 

歩く 
中間走 

ii * 全力疾走 
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表一 1 1987ジャパンカップの日本，ユーゴ，西ドイツ体格，移動距離 


チ ム 

年齢 

身長 

体重 

前 半 

後 半 

合計 ㈣ 

才 

cm 

kg 

全力疾走 W 

中間走时 

歩く ( m ) 

ドリカレ ( m ) 

全力疾走 W 

中問走 ( m ) 

歩く ( m ) 

ドリブ 

日本 X 

S.D 

26.7 

182.8 

78.1 

634.6 

924.3 

173.3 

16.5 

605.3 

1030.8 

154.6 

9.8 

3249.2 

1.97 

4.05 

5.35 










ユーゴ X 

S.D 

26.6 

187.4 

90.6 

503.7 

1241.7 

286.8 

20.5 

228.0 

776.0 

230.5 

20.1 

3307.3 

2.74 

4.89 

6.04 










日本 X 

S.D 

26.7 

182.8 

78.1 

467.2 

936.0 

165.2 

48.8 

439.7 

891.0 

154.8 

2.8 

3105.5 

1.97 

4.05 

5.35 










面ドイツ X 

S.D 

22.9 

190.0 

88.7 

337.0 

577.0 

209.0 

15.0 

360.0 

572.7 

252.2 

7.5 

2330.4 

2.38 

8.99 

8.13 











シュート率からみると，前半の日本59%,西ドイツ 
50%,後半，日本35%，西ドイツ62%であった。前 • 
後半の合計で47%という低いシュート率であった。 

4.考察 

(日本 対ユーゴ） 

60分間の試合時間の中でハンドボール競技場を走っ 
た距離は，日本 3249 m , ユーゴ 3307 瓜で，両 チーム 
ともほぼ同じ値を示している。我が国においては，藤 
原 ( ”たちは，1967年全日本室内総合選手権大会（決勝 
リーグ）で，8ゲームの平均4204 m (全力疾走663 m ， 
中間走 2838 m ， 走行 673 m ， ドリブル 31 m ) の移動距 
離の報告もみられる。 

さて全力疾走では，日本が 500 m 多く走っていたが, 
走行距離だけみると，得点の結果では，日本選手たち 
の走行が直接，得点や防御のために有効なものかの判 
断はできないが効率が悪いことは考察できよう。走行 
についてその時期，速度，有効性にっいて再検討する 
必要があろう。 

1試合中に使用されるパス回数をみると，両チーム 
ともほぼ同じであるが，ハンドボール競技はパス•キ 
ヤッチはもっとも重要な基本技術であることから，ボ 
ールを扱いながら相手とかわす技術や他への技術を継 


次に攻撃に対する得点率をみると，日本チームはボ 
ールを保持し，シュートを含めた失敗がなんと70%に 
も達している0—方のユーゴチームは40.%にすぎない。 
その主な原因は，攻撃や防御面での身体接触による体 
力消耗による走行スピードや走行距離の変化などによ 
るパスや動きの見誤りの過誤によるミスなどや長身者 
に対しての対応の困難さからミスが発生していると推 
測される。 

(日本対西ドイツ） 

60分間の移動した距離では，日本は西ドイツよりも 
全力疾走 (2000 m ) や中間走 （680 m ) での量的側面， 
即ち走る量が多いといえる。しかし，その走りが試合 
の中で適切なものであったか，有効であったかの評価, 
判定はここでは困難ではあるが，試合の結果からみて 
有効な走行であったとはいいがたい。前述したように 
どのような走行が有効であるかめ判定を再検討する必 
要がある。 

次に，攻撃に対する得点率をみると，日本が前半 
60%という高い得点率であったにもかかわらず，後半 
僅か29%と低い得点率を示した。日本チームは前半， 
列強チームと余り差異のないゲーム展開をしているが, 
後半かなり競技力差を痛感せざるを得ないゲーム展開 
を示している。この原因を追求し改善策などを求めな 


続展開させてやることや，そのパスされたボールが有 
効でしかも高い確率でなければ，そのパスは何の意味 
もなく，むしろ相手にボールを奪われ得点される危険 
性が生じてくる。そんな点に両チームのバス技術の差 
があるこかも知れない0 


ければならない。 

〔文献〕 

1) 幕原侑他：ハンドボールゲーム分析について： 
体育学研究. 14(5). p .267, 1970 



日本が'生んだ世界のボール 

日本ハンドボール協会検定球 ( J - H - A ) 

&ムレス ^-#4 

タチカラの ハン ドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 

W 许的株式会社東諡 S 岡 1 : 
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古古湯 
川川 
商商沢 


20 2120 211617 


812 8 1011 


逆 妙富 市野東見 

田 明 

井 典岡 川一邦川 


柏葛誉 
南飾田 


NISHIOKA 

日本 ハン ドボール協会検定 
ノ、ンドボールゴール 


本年納入先*111111* 


新発売 

ワイヤレス スコアーボー ド（多種目用） 

西岡体機工業類 

〒558大阪市住吉区南住吉3 丁目彳 7—5 

電話 (06) 693— 5756〜9 
FAX (06)694-5040 



▼予選リーグ 

OA ブロック 

聖光学院24— 

型光学院33— 

青森商 31 — 

OB ブロック 

盛岡第一23— 




盛岡第 I 25 

湯 沢 26 — 

▼決勝リーグ 


青森商 

日大山形 

日大山形 


郡山女11 


り日大山形 


大曲農 19(118 M 47 jll 日大山形 
聖和学園 24 f 915 l 6 8一14大曲農 



全国高校選抜東北予選 


(1 月 27 日〜 29 日/野辺地町) 

<男子〉 


郡山女 14 I 
大曲農 19— 
〇 B ブロック 
聖和学園 28 — 
聖和学園 18 — 
日大山形 18 — 
▼決勝リーグ 


光学院 18^|^18 湯 沢 

I 貢木林商 21 f 1110 M 93 j 12 湯 沢 

靑森商 18t108M4 12 j16 盛岡第一 

聖光学院 151105156 jll 盛岡第一 

〔順位〕①聖光学院②青森商③盛 

岡第一④湯沢 

〈女子〉 

►予選 リーグ 

0 A ブロック 

郡屮女 15112 青森西 


第24回東北総合選手権 

(1 月 30 日〜 31 日/野辺地町) 

〈男子〉 


▼1 回選 

仙台育英高 

湯沢ク 

学石ク 

東北学院 0 B 

▼ 2 回戦 

白亜ク 

湯沢ク 

花卷ク 

1 0 B 


1 _3 

00 1± 

〇_3 

3 2 

24 I 21 

9—2 

2 2 

〇 — 5 

3 1 

3 1 

3 '3 

〇13 

3 2 

〇19 

3 2 


山形エ高 

聖光ク 

湯沢高 

真室川ク 

仙台育英高 

青森ク 

学石ク 

七戸ユニオン 


大曲農 
青森西 

日大山形 
盛岡第二 
盛岡第二 


郡山女 15(105 M 56 jll 聖和学園 

〔順位〕①郡山女②聖和学園③大 

曲農④日大山形 


磯辺二 

流山南 
花 園 
柏 三 
越 智 
若 松 
市川八 
河原塚 
木間ケ瀬 


磯辺二 
上志津 

聖徳短大付 

東国分 
葛 飾 
逆 井 
妙 典 

こてはし台 

湖北台 

二 宮 
佐原二 


▼準決勝 

湯沢ク 

花卷ク 

▼決勝 

花卷ク 31 

〈女子〉 
▼1 回戦 
野辺地ク 
.掌桐花ク 
聖和学園 
大農 OG 
► 2 回戦 
ム、不カタ 
大曲農高 
聖和学園 
全緑が丘 
▼準決勝 

ム、不カタ 
聖和学園 
▼決勝 


917 

^—II 

919 
2 1 

へ 18 -12ノ 

T12 

5-4 

パ4-2 


711 
1 1 

〇_3 
2 1 

8 — 5 
2 1 

1118 

513 
2 1 

〇12 
3 1 

6—5 

1 1 J 

8—4 

2 1 

2818 
21 I 14 


白亜ク 

東北学院 0 B 


30 湯沢ク 


日大山形高 

涌谷高 

あすなろク 

盛岡二高 
野辺地ク 

岩手桐花ク 
米沢 S 00 

大農 OG 

大曲農高 
全緑が丘 


ムネカタ 18 9 9 M 9 817 聖和学園 



第5画千葉県中学校新人戦 


(日瑕、場所不明) 

〈男子〉 

►1 回戦 

流山南 2015 

越 智 25113 

若松 1217 


各地の！； WK から… 


木間ヶ瀬 1712 

▼ 2 回戦 

福 栄 20—8 
見明川 12110 
富 岡 21—6 
東 邦 21—5 
妙 典 1314 
野田 一 29112 
市 川 1919 
逆 井 16110 
▼準々決勝 
福 栄 2816 
富 岡 16115 
妙 典 817 
逆 井 16-10 
▼準々決勝 
福栄 2919 
逆 井 15|9 
▼決勝 

福栄 m 

〈女子〉 

▼1 回戦 

上志津 816 

▼ 2 回戦 

野田二 22—7 
二 宮 1115 
佐原二 1314 
昭和学院 18 —5 
花園111 
大栄 10—9 
市川二 19—2 
福栄 2910 
▼準々決勝 
野田.一 1916 
昭和学院 918 
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12 

1 
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15 

1 

9 

7 
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2 
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1 
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メ^•ア 、、/ f、 

財産の運用、ローンのご利用、不動産や年金、相続•贈与の設計など 
お客さまとともに明日を創造する BANK 、 〈ダ i ワ〉をご活用ください。 


make-up tomorrow 



トウモロウ。 


あなたと明日を 


大和銀行 
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南 

薇 野 
西笹川 

朝 明 

▼ 3 回戦 

亀 山 

西朝川 

菰野 

西笹川 

►準決勝 

西笹川 

菰野 

►決勝 

西笹川12 


〈男子〉 
►1 面戦 
綾 南 
香 東 
▼ 2 回戦 
綾 南 
木 太 
香川一 
香 東 
▼準決勝 


▼ 2 回戦 
蔬 野 
西笹川 
南 

笹 川 
▼準決勝 
笹 川 
西笹川 
▼•決勝 


〈女子〉 

▼1 回戦 

雄 山 1212 新 湊 
高岡女子 5—5 高 岡 
2 PTCA 〇 

富山北 1316 氷 見 
小 杉 18116 高岡向陵 
▼ 2 回戦 

富山女 16 —3 雄 山 
富岡第一 1019 高岡女 
富山女短 2818 富山北 
有 磯 24—4 小 杉 
▼準決勝 

富山女 2018 高岡第一 
有 礎 2414 富山女短 
▼3 位決定戦 

富山女短 24—5 高岡第一 
▼決勝 

有磯11(5 6M 5 5110富山女 



香川県中学校1年生大会 


( 1月24日/香東中学校) 


東員第二 
亀 山 
白 子 
明 和 

諷 野 
南 

10笹 川 


名張北 

阿 山 
東員第二 
羽津 
拓植 
大 安 
白 子 

三 雲 

笹川 

月 口 

明 矛 

南 

朝 明 

亀 山 

西朝明 

10菰 野 


北信越 


第27回富山県高校室内選手権 


?月13、14、21日/富山市体育館) 
〈男子〉 

▼1 回戦 

八 尾 14114 富 山 

2 p Tc 1 

富山エ 24111 伏 木 
富山商 1019 雄 山 
富山東 22117 富山高専 
呉 羽 916 大沢野エ 

▼ 2 回戦 

高岡商18—13八 尾 
高 岡 16 —11富山中 
小 杉 23114 富山 H 
水 橋 1717 富山商 
高岡向陵 34116 富山東 
新 湊11—10高 明 
高岡南 18 18 富山南 
大 門21—11呉 羽 

▼ 3 回戦 

高岡商 20 — 19 高 K 
小 杉 24117 水 0 
高岡向陵 キケン 新 湊 
大 門 23114 髙岡南 
►準決勝 

小 杉 19117 高岡商 
高岡向陵27—11大 門 

▼3 位決定戦 

大 門 29125 高岡商 


▼決勝 

高岡向陵 30 


'4 1 〇 _-/ 

rH 1 

S 16 —9J 


19小 杉 


花 阑 10-8 大 栄 
0 栄 2119 市川二 
▼準決勝 

野 m 一 917 昭和学院 
花 園 5 1 4 福 栄 
▼決勝 


野田 一 17 一 9 81 14 7 jll 花園 



東海室内三重県予選 

(1 月10、24日/本田技研健保体 

育館ほか) 

〈成年男子〉 

►1 回戦 

.室義員 36124 鳥羽商 g 

▼ 2 回戦 

三重教員 3318 鈴鹿高専 

本03技1鹿 48—9 四口市中央ク 

钚田技研爽風会44—17全三重教員 

本田ク44 —18 鵜ノ森ク 

▼準決勝 

本畏研爽風会 30 — 18 本田ク 

本田技研鈴鹿 3919 三重教員 

▼決勝 

本田技研5 (1418〕7本田技研 

鈴 鹿 2 nl 9 j 1爽風会 


第 14 回三 M 県中学生新人大会 

(1 月24、31日/鈴鹿市体育館) 

〈男子〉 

▼1 回戦 

明 和 16 | 6 西朝明 
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山 
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光古 

桜紫香綾 

塩木 

綾 

香木 

高 

洋松 

町雲東南 

江太 

南 

東太 


(麵 


I トヨタ自動翠割立50周年 


TOYOTA 


ニツボンの自動車の 
新しい物語が始まります。 

A トヨタの二;！•一夕 v —ドセダン 

誕生 



〈男子〉 
►一回戦 
加治木工 

▼ 2 回戦 
大 島 
国 分 
隼人工 
鹿児島商 
出水 
甲 陵 
鹿児島エ 
財 部 

▼ 3 回戦 
大島 
隼人工 

出水 

鹿児島 H 

▼決勝リー 

大島 


甲 南 

加治木工 
穎 娃 
笠 沙 
川内商工 
加治木 
加世田 

鹿 g . f 中央 

出水 H 

国 分 
鹿児島商 

甲 陵 

財 部 

隼人工 


〈女子〉 
▼1 回戦 
古高松 
山 田 

▼ 2回戦 

古高松 

香川一 

光洋 

山山 田 

▼準決勝 

香川一 

III 田 

▼決勝 

香川7 



鹿児島大 

海自鹿屋 

海自鹿屋 

鹿児島ク 


ソ- T 国分 

組 

鹿児島ケ 

§ u . l ル■: S ェク 

鹿见岛 ェク 

▼決勝 


鹿 

加治木 HB 
KNCT 

甲陵 A 
出水ク 

附属中 0 B 
1島中央< 

鹿児鳥1:ク B 

鹿児雋ェ 


27薩南ェ 0 B 


薩南 h ob 
鹿児鳥中央< 

鹿児島エ 
▼ 3 回戦 
笠沙ク 

鹿児島エク B 
薩南エ OB 

鹿児島エ 
▼準決勝 
笠沙ク 
薩南ェ 0 B 

►決勝 
笠沙ク29 


全国高校選抜鹿児島県1選 

(1 月 16〜18 日/隼人町営体育館) 


鹿児舄 H ク25 11312— sj 21 ソニー国分 

〈女子〉 

►1 回戦 

国分実 A 23—6 川内商工 
重富中 1318 ミヤコク 
鹿児島大 15—7 g is 純心系 
牧 園 3412 St 
国分実 B 23—8 東(介山中 0 G 
鹿児島南 16 15 鹿児岛中央 

▼ 2 回戦 

ソ 1 7 国分 23—2 国分実 A 
鹿児島大 3218 重富中 
牧 園 26115 国分実 B 
鹿児 S 心 3 年 15—9 鹿児島南 
▼準決勝 

ソ - T 国分 31 1 11 鹿児島大 
牧 園 28114 §1純心3年 
▼決勝 

ソニ i 分 43 一 2023—49 j 13 牧 園 

〈男子二部〉 

▼1 回戦 

加治木 H < 21—15造島南 0 B 

鹿児島商 B1118 城^一 XV 

甲陵 A 1514 鹿 S 鳥中央 B 

鹿児島 A .13 — 10指宿ク 

薩南 H 0 B 261 20 II は ク B 

鹿児島中央 25112 加治木ク 

KNCT 棄権 国分ク 

▼ 2 回戦 

笠沙ク30—19加治木工 A 

甲陵 A 13110 鹿児岛商 B 

出水ク 没収試合 鹿児 i 専 

鹿児鳥 H ク B 棄権 財部ク 

附属中 OB 25119 甲陵 B 


9 —— 8 
1417 


6 —— 4 
4—2 . 


4 -3 

8 — 4 

1714 

9——2 

5 — 2 

6 -1 

6 —— 2 

12.17 


6——3 

3 —— 3 



第 26 回鹿 m 島県室内総合選手権 

(12月25日〜27日/県体育館ほか) 

〈男子一部〉 

▼予選グ A 組 

鹿児烏大 19118 友球ク 

ソニー国分 20117 友球ク 


鹿児島エ 24122 出 水 
大 島 42—9 出 水 
鹿児島エ 26113 隼人工 
大 島 32116 鹿児島エ 
出 水20—20隼人工 
〔順位〕①大島②鹿児島エ③出水 
④隼人工 
〈女子〉 

▼1 回戦 

牧 園 19—6 鹿児島中央 
鹿児島純心121 甲 南 
国分実 1118 鹿児島南 
大 島25|1財 部 
▼敗者復活戦 

鹿児島純心 1314 甲 南 
鹿児島南 37—3 財 部 

▼ 2 回戦 

牧 園 8 — 7 鹿児島純心 
国分実 14—7 大 島 

▼ 3 回戦 

鹿児島南 1019 鹿児島純心 
大 島 23112 鹿 M 島中央 
▼決勝リーグ 

牧 園 12—3 鹿児島南 
国分実 10—7 大島 
牧 園 9 1 00 大 島 
国分実22—14鹿児島南 
牧 園 13110 国分実 
大 島15—12鹿児島南 
〔順位〕①牧園②国分実③大島④ 
鹿児島南 
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昭和 83 年度事業計画日程表 


月 

全国大会 

国際大会、海外遠征 

普及•審判 

63 

/ 

4 


男子 N ヨーロッ パ 遠征 3 /24- 4 /10 

(西ドイツ、アイスランド） 
国際 スポーツフヱア ー’88 

4/30 • 5/2 (東京） 


5 

第29回全日本実業団選手権(女子） 

5/13-15 (半田市） 

アイスランド招待国際大会 

5/4 (名古屋）- 5/5 (大阪） 
男子 N ユーゴカッブ 

5/15-6/1 (ユーゴ） 

A - B 級審判審査会 

5/中〜6/中（東京他） 

6 

JHL カップ 6/10-6/12 (各地） 
第29回全日本実業団選手権(男子） 

6/23〜26 (大阪） 



フ 




8 

第39回全日本高校選手権 

8/ 1-8 / 7 (兵庫） 
第31回全日本教職員選手権 

8 / 8-8/13 (札幌） 
第15回全国高専選手権 

8/6〜8/7 (熊本〉 
第8回全国クラブ選手権 

8/13〜8/15 (松山) 
第17回全国中学校大会 

8/19〜8/22 (福島) 

男女 ユースアジア 選手権大会 

8/5〜8 / 15 (シリア） 
日韓ジュニア交流(高校） 

8/中〜8/下（韓国慶州〉 

第1回全国小学生大会 

8/17 〜 8/20 (京都） 
小学生指導者養成講座 

8/17-8/20 (京都） 
レフヱリ ー•トレーナー研$ 多 会 

8/20 (福島) 

J HA レフェリーコース（後期） 

8/22-8/24 (東京） 

9 

第20回全日本_衛隊選手権 

未定 （東京） 

AHF、 I HF 総会 

9/10~9/15 (ソウル） 
ソウルオリンピック（ハンドボール） 

9/20-10/1 (ソウル） 

審判員海外研修（末定） 

10 

第43回国民体育大会 

10/16〜10/20 (京都) 
第13回日本リーグ前期 

10/29-11/26 (各地） 


レフェリー*トレーナー研修会 

10/18 (京都） 

11 

第31回全日本学生選手権 

11/1一11/ 6 (福岡) 



12 

第40回全日本総合選手権 

12/15〜12/18 (東京) 


国際審判研究会 12/16 (東京） 

64 

/ 

第13回日本リーグ後期 

1 /28- 3/5 (各地) 


審判審査委員会 1/6〜1/8 (東京） 

審判部合同委員会 1/7-1/8 (東京） 

2 

第20回実業団トーナメント 

未定 （大阪） 

男子 B 世界選手権 

2/15-2/26 (フランス） 

コーチ講習会(外国人講師） 

2/4 -2/8 (東京) 
公認指導者講習会 未定 

3 

S . 63.全国高校選抜 

3/23〜3/27 (名古屋） 


公認審判員中央研修会 3/26. (東京） 

JH A レフヱリーコース（前期） 

3/28 〜 3/30 (東京) 


aaidas 

株式会社デサント/デサントトレーディング株式会社 
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みなさますでに御承知のように、日本ハン 
ドボール協会創立50周年を記念しての「日本 
ハンドボール史」が、今春無事完成致しまし 
た。 

この冊子は、右の内容を御覧いただいても 
わかりますように、日本ハンドボール界の50 
年の歩みを余す所なく御紹介するとともに、 
これまで埋もれていた様々なエピソードを紹 
介し、記録としても、読物としても大変興味 
深いものとなっております。 

これまで日本ハンドボール界のために尽く 
してこられた方々にも、また、今後日本ハン 
ドボール界を背負っていただく方々にも、是 
非御一読いただきたいと思います。 


〔「日本ハンドボール史」の主な内容〕 

〔体裁〕 B 5 判880頁ケース入り 
〔主な内容〕 

。日本 ハン ドボール50年の歩み 
。47都道府県協会史 
。全国連盟 • 団体の歩み 
。ハン ド ボール 史を彩るエピソード 
。全国大会の記録をすべて 
。海外の主要な大会（オリンピック、世界選 
手権、アジア大会など）の記録 
〔定価〕 7000円 

※次第に残り部数が少なくなってきておりま 
すので、御希望の方は、なるべく早めに下記 
宛お申し込み下さい。 

〒150東京都渋谷区神南 1-1-1 岸記念体育館内 
(財) 日本 ハンドボール協会 

「日本 ハン ド ボール史」 係 
TEL 03-481-2361 



-： r \ •国捺ハンドボール 

)W 逢 M 公認球 ( I . H.F ) 


独自の32面体 
つンスリップ構造て 
ダイナミックプレーを演出する 
モルテンハンドボール 

1 虫特のリブ形状とパネル間段差の“ 32 面体ノンスリップ構造”で確か 
な手がかりを生み出すとともに、ナイロン糸巻構造をほどこし、すばらい、耐久性、 
真球性をも実現したモルテンハンドボール A 日本ではじめて国際ハンドボール連盟 
I . H . F .) 公認を獲得。ハンドボーラーの圧倒的な人気と信頼を集めてぃま1； 


•日本ハンドポール 

協会検定球《丄 H.AJ 


1/レ於浓/暴 

株式会社 
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>Kra$K5 @ TIGER ： 



アシックスは 

オリンビックキャンペーンの 
オフィシャルスポンサーで炙 


百個のグリップカ。アウトドア専用。 

マルチ コンソールが、グラウンドを確実にグリップする。初のアウトドアハンドボールシユ-ズ、スカイハント® SL 。 


アウターソールには、片足に100個以上のポイントを独特の形状で配置。アウトドア 
のグラウンドコンデ•イシヨンに確実に応えるハントボールシューズの登場です> 側面に 
は傾斜をつけ、倒れ込みシュートを打ちやすぐかかと部を拡げて着地衝撃を吸収し 
やすい形状に。大空で空中戦を、十二分に意識した、初めてのハントボールシューズです> 


品番 THH 501品名スカイ八ンド ® SL 

メーカー希望小売讎 ¥02(30 
カラー/ホワイトXレッド 

ホワイトXネイヒしブルー 
サイズ/22.5 - 28.0cm 


ri-Q ■ I - l -| _ お問い合わせは株式会社アシックス消費者相談課までどうぞ。〒650神戸市中央区港島中町7丁目1番1 S (078)303-2233( 専用） （078)303-3333 (大代) 

〒130東京都墨田区錦糸4丁目1〇番11号 S (03)624-181 4(専用） (03)624-2221 (大代）•本文中®は ㈱ アシックスの登録商標です。 
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.:: 時々刻々と移り変わる情報をいかにすばやくキャッチし^ - & 
いがに的確な舍■を下してい一資靈蘧用の条件です。 
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❾東洋証 ■ 


■本店：〒1[]3隶京都中臾区日本.橋卜 20 -b ■電話： [ HP 74)吧1■資本金： 53鐘円強■社属数リ況〇人 
■店舗網：全围仙店舖海外: CJ ンドン ■--1— 二!—ク 



東深 a # 


とぅ 



八ントポー/レ 

CUP ，87 


(財)日本ハンドボ—ル協会編 
『ハンドボ— ル』 


第二七二号 


昭和四十年六月_ 
第三種郵便物認可 


昭和六十三年三月二十五日印刷 
昭和六十三年四月一日発行 


東京都渋 兩ー ー _ 1 一 rl ^ s^t , 

glllTllrIIs - is 安藤純光 


定価三百五拾円 
(1111 陳) 
























